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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 を 含 む 複 数 の 導 電 層 を 積 層 し て な る 正 孔 注 入 電 極 と 、
　 前 記 正 孔 注 入 電 極 に 接 し て 形 成 さ れ た 有 機 又 は 無 機 化 合 物 を 含 む 層 と 、
を 有 し 、
　 前 記 有 機 又 は 無 機 化 合 物 を 含 む 層 に 近 接 す る 導 電 層 中 の
珪 素 又 は 酸 化 珪 素 濃 度 は 、 他 の 導 電 層 中 の 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 濃 度 よ り も 高 い こ と を 特
徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 を 含 む 複 数 の 導 電 層 を 積 層 し て な る 正 孔 注 入 電 極 と 、
　 前 記 正 孔 注 入 電 極 に 接 し て 形 成 さ れ た 有 機 又 は 無 機 化 合 物 を 含 む 層 と 、
を 有 し 、
　 前 記 有 機 又 は 無 機 化 合 物 を 含 む 層 に 近 接 す る 導 電 層 中 の
珪 素 又 は 酸 化 珪 素 濃 度 は 、 ７ ～ １ ５ 原 子 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る

表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 を 含 む 複 数 の 導 電 層 を 積 層 し て な る 正 孔 注 入 電 極 と 、
　 前 記 正 孔 注 入 電 極 に 接 し て 形 成 さ れ た 有 機 又 は 無 機 化 合 物 を 含 む 層 と 、
を 有 し 、
　 前 記 有 機 又 は 無 機 化 合 物 を 含 む 層 に 近 接 す 電 層 は ７

化 合 物

前 記 複 数 の 導 電 層 の う ち 化 合 物
の の

ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｅ Ｌ

化 合 物

前 記 複 数 の 導 電 層 の う ち 化 合 物
の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク

ス 型 Ｅ Ｌ

化 合 物

前 記 複 数 の 導 電 層 の う ち 化 合 物 る 導



～ １ ５ 原 子 ％ の 酸 化 珪 素 を 含 ん で お り 、
　 他 の 導 電 層 の う ち 少 な く と も 一 層 は １ ～ ６ 原 子 ％ の 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 を 含 ん で い る こ と
を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　
　
　

　

【 請 求 項 ５ 】
　
　
　

　

【 請 求 項 ６ 】
　
　
　

　

　

【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か 一 項 に お い て 、
　 前 記 導 電 層 は 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ 、 酸 化 亜 鉛 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 、
ガ リ ウ ム を 添 加 し た 酸 化 亜 鉛 か ら 選 ば れ た 一 種 に 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 が 含 ま れ て な る こ と を
特 徴 と す る
【 請 求 項 ８ 】
　 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 を 含 む 導 電 性 材 料 を 用 い

複 数 の 導 電 層 を 積 層 さ せ
る こ と に よ り 正 孔 注 入 電 極 を 形 成 し 、
　 前 記 複 数 の 導 電 層 の う ち 、 最 上 層 の 導 電 層 の 表 ら 、 前 記 導 電 性 材 料 の 成 分 を 選
択 的 に 除 去 す る こ と に よ り 、 残 存 し た 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 か ら な る バ リ ア 層 を 形 成 し 、
　 前 記 バ リ ア 層 に 接 し て 有 機 又 は 無 機 化 合 物 を 含 む 層 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る

表 示 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 に お い て 、
　 前 記 導 電 性 材 料 は 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ 、 酸 化 亜 鉛 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 、 ガ リ ウ ム を
添 加 し た 酸 化 亜 鉛 か ら 選 ば れ た 一 種 に 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 が 含 ま れ て な る こ と を 特 徴 と す る

表 示 装 置 の 作 製 方 法 。
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珪 素 又 は

ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｅ Ｌ

珪 素 又 は 酸 化 珪 素 を 含 む 複 数 の 導 電 層 を 積 層 し て な る 正 孔 注 入 電 極 と 、
有 機 化 合 物 又 は 無 機 化 合 物 を 含 む 層 と 、
前 記 正 孔 注 入 電 極 と 前 記 有 機 化 合 物 又 は 無 機 化 合 物 を 含 む 層 と の 間 に 設 け ら れ た 、 珪 素

又 は 酸 化 珪 素 を 含 む バ リ ア 層 と 、
を 有 し 、

前 記 複 数 の 導 電 層 の う ち 前 記 バ リ ア 層 に 近 接 す る 導 電 層 中 の 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 の 濃 度 は
、 他 の 導 電 層 中 の 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 の 濃 度 よ り も 高 い こ と を 特 徴 と す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ
ク ス 型 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。

珪 素 又 は 酸 化 珪 素 を 含 む 複 数 の 導 電 層 を 積 層 し て な る 正 孔 注 入 電 極 と 、
有 機 化 合 物 又 は 無 機 化 合 物 を 含 む 層 と 、
前 記 正 孔 注 入 電 極 と 前 記 有 機 化 合 物 又 は 無 機 化 合 物 を 含 む 層 と の 間 に 設 け ら れ た 、 珪 素

又 は 酸 化 珪 素 を 含 む バ リ ア 層 と 、
を 有 し 、

前 記 複 数 の 導 電 層 の う ち 前 記 バ リ ア 層 に 近 接 す る 導 電 層 中 の 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 の 濃 度 は
、 ７ ～ １ ５ 原 子 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。

珪 素 又 は 酸 化 珪 素 を 含 む 複 数 の 導 電 層 を 積 層 し て な る 正 孔 注 入 電 極 と 、
有 機 化 合 物 又 は 無 機 化 合 物 を 含 む 層 と 、
前 記 正 孔 注 入 電 極 と 前 記 有 機 化 合 物 又 は 無 機 化 合 物 を 含 む 層 と の 間 に 設 け ら れ た 、 珪 素

又 は 酸 化 珪 素 を 含 む バ リ ア 層 と 、
を 有 し 、

前 記 複 数 の 導 電 層 の う ち 前 記 バ リ ア 層 に 近 接 す る 導 電 層 は ７ ～ １ ５ 原 子 ％ の 珪 素 又 は 酸
化 珪 素 を 含 ん で お り 、

他 の 導 電 層 の う ち 少 な く と も 一 層 は １ ～ ６ 原 子 ％ の 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 を 含 ん で い る こ と
を 特 徴 と す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。

６
複 数 の そ れ ぞ れ

ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。

、 最 上 層 の 導 電 層 の 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 の 濃 度
が 他 の 導 電 層 の 珪 素 又 は 酸 化 珪 素 の 濃 度 よ り も 高 く な る よ う に 、

面 か 透 明

化 合 物
ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｅ Ｌ

８

ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｅ Ｌ
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